
座長・コーディネーター会議（必要に応じて開催）
・ＷＧ等の連絡調整
・各WGに共通する課題の検討 等

Ｒ７京都府における介護人材確保・定着に向けた取組（検討体制） （案）

○ ３年間（⑥～⑧）で新たに福祉人材7,500人（府北部1,050人）の確保・定着を推進
Ⅰ 介護・福祉人材総合支援センター事業の運営   Ⅱ 福祉人材育成認証制度等の活用促進
Ⅲ 京都府北部福祉人材養成システムの推進事業 Ⅳ 介護・福祉現場の革新

幹事会
「福祉人材確保施策にかかる方向性確認・方針決定」

看護職確保プロジェクトチーム
「潜在看護職の早期復帰システム」、「福祉現場における看護職の理解促進」

仕事理解促進チーム

（小・中・高生及び教員・保護者に対する介護・福祉の仕事 
に関する理解促進事業の広域的な実施）

北部・福祉の学び創造チーム

（北部地域の魅力や地域資源を活かした福祉体験プログ
ラムの構築及び施設・事業所の学生受入担当者の養成
（指導方法の共有等））

業界魅力発信チーム

（若者の参入促進に資する業界の魅力発信事業の検討及
び実施） ※福祉系学部生だけでなく、一般学部生も対象

協働戦略検討チーム
（介護・福祉現場において生産性向上を推進するための課題を
明らかにし、必要な取組を検討）

ワーキンググループ（事業の企画・調整・実働）

きょうと介護・福祉ジョブネット
介護現場の職員、関係団体、職能団体が参集し意見を交わすプラットフォーム
プロジェクトチームやワーキンググループを設置し、人材確保・定着の取組を実施

施策の方向性

福祉人材育成認証事業推進会議

外国人介護人材支援受入れに係る検討会

北部福祉人材確保・定着戦略会議

Ⅰ介護・福祉人材総合支援
   センター事業の運営  

Ⅱ 福祉人材育成認証制度
等の活用促進

Ⅳ 介護・福祉現場の革新  

Ⅲ 北部福祉人材養成
  システムの推進事業

きょうと介護・福祉ジョブネット（平成２１年設立）

趣 旨：介護・福祉人材の確保・定着のために関係機関・団体等の連携を促進するとともに、介護・福祉の
仕事に関する啓発、情報提供等の活動を支援することにより、京都の介護・福祉人材の確保に資する。

呼びかけ：

団 体
（幹事）

京都府社会福祉法人経営者協議会、京都府社会福祉施設協議会、京都市社会福祉施設連絡協議会

一般社団法人京都府介護老人保健施設協会、一般社団法人京都私立病院協会、

公益社団法人京都府介護支援専門員会、一般社団法人京都社会福祉士会、一般社団法人京都府介護福祉士会、

京都精神保健福祉士協会、公益社団法人京都府看護協会、一般社団法人京都府医師会、

公益財団法人介護労働安定センター京都支部、特定非営利活動法人きょうとＮＰＯセンター、

京都介護福祉士養成施設協議会、社会福祉法人京都府社会福祉協議会、社会福祉法人京都市社会福祉協議会、

京都労働局、京都市、京都府
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